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1980年代後半以降,韓 国 自動車産業 は国内市場 の急 激な拡大 とともに市場開
放 の流れの 中で,新 たな転機 を迎 えてい る。 と りわ け,既 存 の大手 自動車 メー.
カー3社 は,87年か ら始 ま った外 国車 の輸入制限の緩和,94年三星 自動車の 自
動車産業への参.入決定な どの内外 の競争圧力 に直面 してお り,国 内市場 は 「売
り手市場(seller'smarket)」か ら 「買 い手市 場(buyer'smarket)」へ の構 造
.琴化が進んでい る。 このよ うな傾向 は,現 在の 自動車 の流通販売 システムのあ
り方や販売店の営業形態,さ らには販売方式 や顧客 サー ビス体制 に も大 きな変
化 をもた らすのであろ う。
韓国 自動 車産 業は生産面で は世界第5位(96年)にまで急成長 して きた ものの,
反 面,マ ー ケテ ィング部 門,特 に新車流通お よび アフターサ ー.ビス面で は相対
的 に遅.れている。 これ まで韓 国の 自動車 メー カーは,新 車販売 において基本的
に 「直営方式」 を維持 してきた。 こζで直営方式 とは,自 動車 メー カーが 自社
製品を流通 業者 を通 さず に,自 社の販売部署 の統制 によ り全国で統.の 価格で
販売す ることを指す。
本稿 の課 題は,韓 国自動車産業 において直営方式が70年代 にいか に生成 した
のか,そ の源流 を探 ると ともに,80年代 における直営方式の変容過程を検討 す
ることにあ.る。従来 の研究 においては,直 営方式 の歴史的変遷過程を取 り上 げ
た ものはな く,最 近 のデ ィー ラー制状況 を叙述 した 毛の も数少ない。
国際比較からみた韓国の自動車流通販売システム 〔2)(115)29
先進 国におい て 自動 車 の流 通お よび販売 シ.ステムは歴史 的にみれ ば フラ ン
チ ャイズシステムによ.るメーカーとデ ィー ラーの契約 関.係を軸 として展開 され
て きてお り,韓 国のよ うに新車販売経 路 をメーカーが垂直的 に統合 ・管理す る
直當方式 が長期 にわたって守 られて きたのは レアーなケースであ る。 この直営
方式形態 は,1910-20年代の米国で広 範に存在 した ブ ランチ ス トアと同様の形
態で あ り,正 にチ ャン ドラー ・モデ ルが示 した よ うに メーカーの 「見 える手
〔visiblehand)による管理 的調整」が働 くもので もある。 重要 なのは,こ うし
た対 照的な特徴点が韓国 自動 車 市場 の特性,流 通や販売の凍境の相違 によって
生み出された歴 史的背景 にその根 源を有 してい る,と い うことであ る。 この こ
とを考察す る とともに,流 通販売 システムのあ り方 について,さ らには,韓 国.
の 自動車流通 の今後の方向性 を探 るのが,本 稿 の狙いであ る。
160年 代:直 営 ・代理店 の併存
韓 国の 自動車流通 は,自 動 車 メー カーが直接流通 を担 ういわば 「直営方式」
を主 とす る形態 を採 ってい るが,最 初か らメーカー主導の直営方式を全面的に
採用 したわ けで はない。 自動 車 ノック ・ダウ ン(KD>生産が始ま った60年代 に
向いて新車販売 は,直 営 店 と代理店 を通 して行われた。
60年代 に韓 国 自動車市場 で唯..・の存在で あった新進 自動車(後 に.大宇 自動
.車)Pはすで に代理 店 方式 を取 って お り,後 発 メー カーで あ る現 代 自動 車 も
フ ォー ド車の ノ ック ・ダウン生産が始 まった69年には,ソ ウル ・釜山を除 く全
国の各道 ごとに一つ の代理店 を持つ フランチ ャイズ ・チ ャネルを構築 した。
.このよ うな.流通販売チ ャネルは,1904年3月にフ ォー ド社が アメ リカで実験
したチ ャネル戦略 と非常 に似てい る。当時,フ ォー ド社 は,来 店客の相手 をす
D大 宇 自動車 の前身は,新 進工業 〔1963年設立)が セナラ自動車(1962年設立}を 買収 して1965
年に設 立 した新進 自動車である。73年6月にGMが 新車 の折半の出資 をしてGMコ リア となるが,
経営 の悪化 のため に76年には新進 自動車 の持 ち分 を韓国産業銀行が購 入 し,名 称をセハ ン自動 申:
に変更 した。78年7月に大宇グループは,新 進 自動車 の持 ち株 を韓国産業銀行か ら購入 し,社 名
も83年に大宇 自動車 と変更 した,
軸
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る巨大 な販 売 施設 をデ トロ イ トに〒 つ作 った が,都 市 以外 で は,独 立系g
デ ィー ラーを通 じて販売 を行 なった ので ある2)。現代 自動車が 大都市 で は直営
店,地 方で は代理店を作 った経緯 は知 られていないが,同 社が販売 につ いては
全 く経験が なか らた こと,フ ォー ド社 との関連な どか らみ ると,フ ォー ドの初
期 の流通販売チ ャネル戦略 に大 いに影響 を受 けた と推測す ることが可能で あろ
う。.
当初,フ ォー ドは現代 自動車 に対 し,.完成車 を初生産す る以前の段 階でアフ
ターサニ ビス ・セ7タ ーの設置,全 国に五つ以上の直営整備工場の建設,全 国
規模 の部品販売網の組織,整 備技術 の普及 な どを勧告 した。そ して,販 売代理
店では アフターサー ビス と部品販売 を兼営す るよ うに現代 自動車に強 く要求 し
た。
しか しなが ら,こ うした フ ォー ドの流通販売 チ ャネル戦略は,現 代 自動車に
とって受け入れ難 い条件であ った。なぜ な ら,60年代 の韓国の実状か らする と,
地場資本は皆無に等 しく,新 車販売 ・部 品.・アフターサ ー ビスを総合的 に取 り
扱 う代 理店 を探す ことは可能で はなか ったか らで ある。 また,ア フ ターサー ビ
ス面で大規模 な投資 を要求す る.フォー ドの主張 も,「売 り手市場」 であ った市
.場状況 を享有 して.いた当時 のメーカー側 に説得力が欠 ける ものであ った。結局,
現代 自動車 はソウル ・釜 山を除 く地方では新 車販売 のみ を行 う代翠店 を募集す
る一方,部 品 は部 品代理店 を経 由す る販売 チ ャネルを作 り出 した。 ア フター
サ ービ ス ・セ ンターは,フ ォー ドが 要求 した5ヶ 所 に至 らず,69年 まで ソウ
ル ・釜 山に二つの メー カー直営 のアフ ターサー ビス ・セ ンターを設立す ること
に止 まった。
販売代理 店は68年か ら設 けられ始 め,69年9月 には仁川,水 原,江 原 道(春
川),.忠清北道(清州),忠 清南 道(大田),全 羅北道(全州),全 羅商道(光州),
慶 尚北道(大邸〉,慶尚南 道(馬山),済 州道(済州)な どに設 けられた。(第1表





道 名 販売代理店名 所 在 地
京 畿 道 仁 川 仁川市中区新生洞2-28
水 原 水原市中洞125
江 原 道 江.原 幸川.市要仙洞182
忠 清 北 道 忠 北 清州市西門洞9
忠 清 南 道 恵 雨 大田市中洞75-12
全 羅 北 道 全 北 全州市.占寺洞2街320-1
全 羅 商 道 全 南 光州市須奇洞33-1
慶 尚 北 道 慶 北 大 匠市北区太平路4街162-1
慶 尚 商 道 慶 南 馬III市珊 瑚 洞415
済 州 道 済 州
一
(出所)現 代 自動 車r現代 自動 車史』1992年.
営 んでいる人が優.先的 に選ばれた。そ して,69年5月 には大都 市での直営販売
のため 「営業社 員制度」 を と り入 れ,営 業社員35人を採 用 した。営 業社員 は
フ ォー ド方式 の販売教育 を受 け,直 ちに ソウル ・釜 山などの大都市 で販売活動
を行 なった。
で は,当 時の地方代理 店は新車販売 において どの ような役割 を演 じた のか。
まず,契 約形態は アメリカ型 のフラ ンチ ャイズ契 約方式 を採 った ものの,実 際
の経営実態 はアメリカのそれ とはか な り違 うものであ った ことがい えよ う。代
理店 は在庫 を持 って お らず,ユ ーザ ーに車を紹介す る代償 に メー カーか らコ
ミッシ ョンを引取 る販売 エージェ ントにす ぎなか った。 また,代 理店は納車の
責任を負 わなか ったため,ユ ーザーは車 を買 った らメーカーの組立工場 まで列
車 に乗 って引取 りに行 くな どとい った ことが一般 的にみ られた。








店 と支店が併存す る販売体制 を維持 した。 当時,起 亜 自動車の代 理店は起亜 自
動 車 と契約 を結 び,制 限 された地域内で販売活動 を行 った。代 理店 と支 店の繊
自は,金 物店,自 転車店 を兼営す る人が大 半を占.めてい だ:脚。
要するに,60年代 において,韓 国の 自動車 メーカーが直営方式 と代理 店方式
を併用 した理 由は,韓 国で は当時,メ ーカーが始 まった ばか りの組立生産に資
金を集中 したあま り,地 方の販売 にまで投 資す る.余力が なか った ことを指摘 し
うる。 しか も,自 動車市場 は常 に超過需要の状態で あったため,メ ー カー側 は




しか し,.70年代 に入 って韓国 メー カーは,次 々 と代理店 との契約 を解 消 し,
直営方式 の販売 チャネルを作 り出 した。起亜 自動車 は三輪車の大量生産が本格
化された68年以 降,本 社直営の販売 システムを とり入れ,70年に嫁全国に8ヶ
所 の直営営業拠点,15.ヶ所の営業所 を設置 した。現代 自動車 も71年か ら直営営
業所 を設置 した。 ここで は,現 代 自動 車の直営方式へ の転換過程 を主 にとむ上
げ,韓 国自動車 メーカーが直営方式を選んだ背景 は何 にあっ.たのか について考
察す る。引用資 料 として は主 要に,現 代 自動 車株式 会社編 『現代 自動車 史』
1992年5月,を用い ることとす る。.
現代 自動車 は創立翌年の69年度 に黒字 を記録す るなど,順 当 な立上 りをみせ
るが,70年に入って経営危機 に落ち込 んだ。その危機 はアフターサー ビスおよ
び割賦 販売制度 の破綻か ら訪 れた。69年以降,「 コル チ ィナ」販売 の急伸 に伴
い,ア フターサービスに対す る需要 も激増 し,現 代 自動車 は海外か ら補修用部
品 を緊急輸 入す るな ど,ア フ ターサー ビス部 品の確保 に全 力 を挙 げ るこ とに





部品のなかでは不良品が少な くなか ったし,不良整備 も日常茶無事であったた
め,.現代自動車に対する消費者の不満は極度に高まった。
さらに経営に深刻な影響を与えたのは,現代 自動車が銀行 ・保険会社との協
議 を経て創案 した'「銀行割賦制度」の破綻 とそれによる資金難であった。現代
自動車は68年9月27日,r国民銀行法』 により庶民金融を取り扱っていた国民
.銀行と 「自動車割賦販売代金融資に関する契約」を締結し,相互賦金による自








額 と同額の履行保証保険契約を保険会社 と締結する(4条.1項〉,② 「自動車抵
当法」によって抵当権を設定する(4条2項)。なお,銀 行は延滞問題が発生す
る場合に備え,契 約書5条3項 につぎのように記した。「乙(国母銀行)が 保険
会社に保険金を.請求した日から10日経過 しても保険金の支給が行われない場合,
乙(国民銀行)は 甲(現代自動車)名 義の預金,定期積金,そ の他の甲の債権を
期限の到来 とは関係な く乙の債権 と相殺するこ.とができる。但 し,甲(現代 自
動車)名義の預金,定 期積金より全額を相殺 した場合には,乙 は保険金の受領





























②甲は,売 買契約書に,ユ ーザーが割賦金払込を2回以上延滞する場合,売 買契
約が自動的に解止されるとの.内容の文言を挿入する。
③乙が保険会社に保険金を請求 した日から10日経過 しても保険金の支給が行われ
ない場合,乙 は甲名義の預金,定 期積金,そ の他の甲の債権を期限の到来とは






第6条(資 金支援)甲 は,乙 が融資を円滑に行うように甲の余裕資金を最大限に乙
に預け入れる。
第7条(任 意解止〉甲,あ るいは乙の一方が本契約を解止する場合,3ヶ 月前に通
報する。
第8条 本契約に明示されτいない事項に関しては甲 ・乙の協議の上で処理する。
(出所)現 代 自動 車,前 掲 書,1992年,300-301ページ。
国際比較からみた韓国の自動車流通販売システム(2)(121)35
んでいた69年か ら,急 増 しは じめ,延 滞額は70年初16E'&ウォン,同 年9月 には、
24億ウ ォンにまで上 った。延滞が発生す るやいなや銀行 は保険 会社 に保険金 を
請求 したが,保 険会社 はユ ーザーたちが現代 自動車 の車 の性能 に不満 を持 って
い る.ことに 目をつ け,製 品の瑕疵のため生 じる損害 につ いては保険金支給の義
務がない との理 由で,保 険金支給を拒否 したので ある。
こうな ると,銀 行 は契約書の5条3項 に依拠 し,新 しいユーザーへの融資額
で延滞者の未支払 い割賦金 を相殺 し,保 険金の受領権 および自動車抵当権 を現
代 自動車 に譲 った。 したが って,現 代 自動車は銀行か ら保 険金 の受領権お よび
自動車抵 当権 を譲 られた ものの,車 を売 って も代金 を手 に入れ な くなる困窮 に
落 ちて しま ったので ある。
その後,販 売管理部 の延滞回収班 によって債権 回収 が徹底 的に行われ,滞 納
額が少 しずつ減 った ものの,73年に延滞問題が解消 されるまで滞納総額 は40億
ウ ォンに至 った。 当時,現 代 自動車の総資本金が8億 ウォンにす ぎなか った こ
とを考 えると,現 代 自動車が受 けた打撃は相当の ものであることがわか る。現
代 自動車は創立か ら 呂年 も経たずに,会 社の存立 まで伺われ るほどの危機 に逢
着 した。
2直 営方式の確立










自動車抵 当権 に基づ き,保 険会社 に対 しては保険金支給請求訴訟を提 起する一
方,延 滞 回収 のた めにあ らゆ る法 的措置 を取 る ことにな った。販売管理部 の延
滞回収班 の活動 は,自 動車抵 当法に基づ き延滞者の車 を仮差押 え し,ユ ーザー
に契約を復 活す るよ う圧力 をか ける方法で行われた.も し,延 滞者が契約の復
活 に応 じない場合,競 売 にか け延滞 を回収す る方式 を採 った。 また,延 滞回収
班の社員は地方の代理店 に派遣 され,代 理店 の販売管理実態 をチ ェ ックす る一
方,新 車販売まで行 ったので ある。
この ような一連 の事件 を きっか けに,現 代 自動車 は アフターサ ー ビスお よび
販売管理の重要性 を痛感 し.販 売 システムの抜 本的な散華 に乗 り出 した。
第.一,新車販売 につ いては,7ユ年以降代 理店契約 を解消 し.はじ逗),地方で も
メーカー直営の販売店 を設置す る ことになった。 この直営営業所 は,70年末 に
延滞 回収 の目的で道 ごとにつ くられ た連絡事務所 を基盤 とした もので ある。71
年 中には慶南,全 羅 慶北,仁 川に営業所が作 られ,75年4月 には事業所4ヶ
所(ソ ウル,釜 山,大 丘,大 由),営 業所 四 ヶ所.(京畿,全 州,馬 山,清 州〉,出
張所三 ヶ所(水原,蔚 山,浦 項),代 理店 三 ヶ所(全南,.江原,済 州)と 成 り立
つ販売網を構築 しだ)。直営営業所の拡充 とと もに一時的に中断 された営業社
員の採用 も再 開され,71年11月に60入を採用 した以降 には毎年定期 的に採用す
ることになった。
第二,ア フターサー ビス面で は,74年3月 に本 社販売 部 門の中で ア フター
サー ビス関連部署 を分離 し,現 代 自動車サー ビス(株)を設立 した。
第三,割 賦 制度 は,銀 行 と保険会社を媒介 させ る方病 を止め,73年ゆ ら自社
割賦方式へ転換 した。
現代 自動車の直営販売組織 は,74年以降の経営好転,政 府 の積極的 な自動車
産業育成政策,国 産モデルのポニー(PONY).の出現 とともに一層強化 された。
政府 は74年5月 に,前 年の大統領 の施政方針(80年初め に50万台 の 自動 車生産
5)全 席,済 州地域 は代理店 を通 じる販売が有利である との判 断で代理店 を残 したが,こ れ らの代
.理店 も83年.7月に販 売権が現代 自動車サー ビスに移される。『現代 自動車史」1992年406ペジー。
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の計画 実施〉 に基づ き長期 自動車工業振興計画 を発表 した。 この計画 は,①75
年 まで に国産化率の95%実現,② 部品工業 との水平 的系列化,③81年 まで に七
万五千 台の輸 出実現,な どを骨子 とした もので あった。 この時点で政府の 自動
車 産業発展 に対す る強力 な意志は確固たる もの として各.メー カー に受 け止 め ら
れ,生 産 ・販売 に対す る投資を一層押 し進 めるきっか けとなった と評 価す るこ
とがで きよう。.現代 自動車 は75年12.月か ら最初 の国産 モデ ルであ る1300ccク
ラスのポニーの量産 を開始 し,76年か らポニーの販売が急伸 したため直営営業
所 の拡充 に乗 り出 した。新車の生産がユーザーの需要 に追いつか なか った当時
の状況で は,販 売店の拡充は新車販売 の増加 を意味す るものであ った%
販売 組織 の拡大 は,年 間販売 目標 ・総売 上高 を基準 に,大 都市 に は 「事業
所」 を,中 小都市 には 「営業所」・「出張所」 を設置す る形で行われた。77年1
月には直営営業所の名称 は都市名を1代 理店 の名称 は遺名 を使 った。第3表 で
みる ように,現 代 自動車の店舗は70年代半 ばか ら毎年拡大 し,79年には9事 業
所,6営 業所,28出張所,11連絡所まで増 えた。 ただ,江 原道(春川〉,全羅商





自動車サービスに移管 した。同年7月 には江原,全 南地域の代理店の販売権が
現代 自動車サー ビス.に移されるζとによって地方の代理店は消滅した。同年10
6)フ ォー ド社 は,1913年か ら1915年の間に,サ ンフランシス コや全国各地に設立 しつつあった主
.要 な支社 とは地理的に離れた ところに会社所有 ・会社経営の小売販路をつ くり始めていた。会社
はディー..ラーと同 じ価格 ・同 し条件で販売 した と報告 されてい るが,.それに もかか わらず,顧 客
は,フ ォ・一 ド亨1:と直接取引ずれば,よ りよい条件が得 られ ると信 じていた。.フォー ド社 白身の直
接的 な小売活動に対するデ ィーラーの反対 は強か った ようであ る。そ こで,1916年11月,会社 は,
「支社 を通 じての小 売販売 と納車 を廃止す る」 とい う決定を発表 した。R・S・テ ドロー著,近 藤
文男監訳 「マ ス ・マーケテ ィング史」 ミネルヴ ァ書房,19弱年,158ペー ジ。
38(124)第162巻 第2号
第3表70年 代 に お け る現 代 自動 車 の 販 売 組織 の 変 化推 移
(単位:ケ 所,千 台)




































代 理 店 10 6 3 3 3 4 4 4
総販売拠点数 12 12 12 14 22 27 37 60
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月には京畿の一部地域(水 原,安 陽,果 川,光 明)が,84年11月に全北,86年
2月 に忠南地域 の販売権が現代 自動車か ら現代 自動 車サー ビズに移 された。90
年 ユ月には慶尚道の販売権が移 され るなど,現 代 自動車 サー ビスへ の直営店移
管 は90年代 まで続 け られ た。 その結某,第4表 でみるよ うに,現 代 自動車サー
ビスの営業所の数は90年か ら現代 自動車のそれを上回る ことになった。そ して,
60年代 に.代理店 が持 って いた 地方 の販 売権 を現 代 自動 車 サー ビスが代 わ っ
国際比較か らみた韓国の自動車流通販売 システ.ム(2)〔125)39









服部民夫 「東 アジアの財閥ばい ま①韓国」「世界週報』1992年8月11口.
54ペー ジり
て しまった。
大 手メーカー3社 の 自販会社 のほ とん どはメーカー と資本関係 がない ものの,
財 閥内部 の重層的 な資本関係 ・人的関係 か らす る と,実 質的 にはメー カーの子
会社 のよ うな性格 を帯 びてい るとみて もよいだろ う。た とえば,現 代 自動車 の
例を上げてみよ う』第1図 でみ るように,現 代 自動車 は現代 自動 車サー ビヌ と
資本関係 を持 たない。現代 自動車サー ビスの株主構成(94年)をみ ると,現 代 自
動車は現代 自動車 サー ビスの株 を持 ってお らず,現 代 グループのメ ンバー企業
であ る現代精 工(10.9%)と現代 自動 車の鄭夢九 会長(6.1%)が大株主 とな って
い る。
しか し,現 代 グループのオーナー は現代 重工業 とい う中核会社 を通 じて現代
自動車を間接 的に支配 してお り,ま た,現 代 自動 車の大株主 たる現代重工業 は
現代精工を通.じて現代 自動 車サ ービ.スを間接 的に支配 している。要す るに,現
代 自動 車の大株 主 はグループの メンバー企 業(現代精⊥)を 通 じて現代 自動 車
サー ビスを間接 的に支 配 している,と い うことであ る。
74年に設立された現代 自動車 サービスはアフターサー ビス と補修用部 品の販
.40(126) 第162巻第2号
第5表 韓国の自動車販売会社の現況 〔1994年)
現代自動車サー ビス㈱ ウリ自動車販売 ㈱. 起亜自動車サービス 起 座
設 立 日 1974年2月26日 1977年2月26日 1971年3月20日 1976年7月5日
































売 を主 とす る事業活動 を行な って きた。ただ,お 年 に現代 自動車の営業所が移
管され てか らは売上の中で新 車販 売の占める比率が87.2%になってお り,ア フ
ターサービスおよび部品販売の比率 は10.4%である。現代 自動 車の直営店 と現
代 自動車サ ービスの直営 店 との領域 区分 は,現 代 自動 車が ソウル,京 畿道 の一
部(北部)地域 を担当 し,現 代 自動車サ ー ビスは他の地域 をカバー してい る。.両
社 の営業機能面での差 はほ とん どない。
次 に,起 亜 自動車の 自販会社 につい てみ ると,起 座は建設事業が本業であ る
が,90年か ら起 亜車 の販売 を始 めた。起座 は起亜 グルー プの メンバー企業で は
ない ものの,起 亜 自動車従業員(5.7鮒と起亜 サー ビス(3.0%)が大株主 とな っ
て いる。起亜 自動車 サ ー ビスは,起 亜 グ ルー プの.メンバ ー企 業で あ り,ア フ
ターサー ビス ・部品 ・新車販売の事 業 を営 んでいる。88年か らはフ ォー ド車の
輸 入 ・販売 も行 ってきた。大 田 自敗 は起亜 自動車が100%出資 した子会社 であ
る。起 亜 自動車 の三つの販売会社 との間には,テ リ トリーが定め られてお り,
起 座は慶 尚地域,起 亜 自動車サー ビスは輸 人車(セ イブル)販売お よび全羅地域,
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大 田自販 は大田地域をそれぞれ担 当 している。
大宇 自動車は本社直営 の販売 店は持 っておらず,生 産車種はすべて ウリ自動
車販売(株)を通 して売 られる。 ウ リ自動車販売の前身 は大宇 自動車販売で あ り,
94年6月に社名が変更された。
で は何 故,80年代 半 ば以 降,自 動 車 メー カー は販 売部 門 の一部 を分離 し
(spin-o$),系列販売会社 へ販売権 を移 してきたのか。その.理由 として,次 の
四つの点を指摘 し.たい。
第一,管 理面で の問題で ある。生産 メー カーが全 国に数百 ヶ所 に至 る全 ての
直営 営業所 を管理す るのは非効率的であ ったか らで.ある。第二,本 体の単 な る
..職 能部分 しか担 当 しない,す なわ ち非 自律 的単位 を切 り離す ことによって,
それを新 たに 「プ.ロフ ィッ ト・セ ンター」化 し,全 体 の経営効率 を向上 させ る
とい う意 図が あったとみ られ る。第≡,資 金調達 の面で,販 売部門 を分離す る
方が有利 であった。70年代 後半以降,自 動車市場が急激 な発展 をしたために,
自ら流通機構 を完全 に内部化す るだけの資源 の蓄積が追い付 か なか った と考 え
られ る。 第四,販 売部門の統合 と類似 の効果 を上 げることので きる方 法 として.
「流通系列化」 を意図 したのである。つ ま り,資 本関係,も し くは人的関係 の
ある系列 自販会社 を利 用す ることによって,メ ー カー側 は一貫 したマーケテ ィ





































国際比較か らみた韓国の 自動車流 通販売 システム(2) (129)43



















「自動車販売における二重の 「系列」問題」杭 州産業大学商経論劃 策32
巻第1号,1991年8月。
弄準模r韓 国自動車70年史』交通新報杜,1975年。
